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社会全体で子どもをはぐくむ運動フォーラム 
 

主催 新潟県教育委員会 新潟県地域家庭教育推進協議会 

 １１月３０日（金）に聖籠町町民会館で、

「社会全体で子どもをはぐくむ運動」フォー

ラムが開催されました。今年度からこの運動

を一層広く周知するため、初めての人も参加

しやすい「フォーラム」とし、上・中・下越

地区の持ち回り開催としました。 

 下越地区開催の今回は、地元聖籠町の全面

的な協力もあり、参加者が過去最高の２７９

名を記録し、内容も充実した有意義なフォー

ラムとなりました。 

 

 午前の講演会では、「子どもをはぐくむ地

域の力」と題し、新潟大学の雲尾周先生から

県内外の取組を紹介していただきながら、学

校・家庭・地域の連携の大切さや子どもをは

ぐくむ地域の力についてわかりやすく話して

いただきました。 

 講演の冒頭には、雲尾先生の音頭で、参加

者全員で「山口さんちのツトム君」を歌う場

面もあり、和やかな中に人のつながり、地域

のつながりの大切さを改めて考えさせられる

講演でした。 

 昼食後には活動紹介・情報交換の時間を設

け、県内各地の取組や見附市が実施した防災

キャンプの様子をパネルで紹介しました。子

どもたちにおすすめの絵本も並べて紹介しま

した。 

  

  

 

 

 また、子ども会の方々からは、子どもたち

が楽しめる工作や手作り作品を、パフォーマ

ンスを交えて紹介していただきました。 

 

 午後からは分科会を実施しました。 

 第一分科会では、「はじめの一歩」と題

し、新潟市立坂井東小学校地域コーディネー

タの郷扶二子さん、胎内市立築地小学校放課

後子ども教室運営委員長の水澤克夫さん、新

発田市立東豊小学校地域コーディネータの皆

川美幸さんをパネリストにお迎えし、活動を

始めたきっかけや活動に取り組む思いについ

て語っていただきました。 

 第二分科会では、すでに子どもたちにかか

わる活動をしている方同士で、「活動を活性

化させるために」と題したグループワークを

実施しました。グループごとに課題を出し合

い、その解決策を考え発表しました。雲尾先

生からのアドバイスもあり、活動の指針を得

る貴重な機会となりました。 

 

 本フォーラムは、平成２５年度には上越地

区で開催されます。来年度はこの運動が開始

されてちょうど１０年目となります。どのよ

うなフォーラムとなるか今から楽しみです。 

第２分科会 

情報交換会の時間 

講演会の様子 



◇地域の家庭教育支援を担う人材を育成します◇ 
 

家庭教育支援者養成研修会 

家庭教育支援者ステップアップ研修会 

 当センターでは、地域における家庭教育支

援を推進する人材の養成を目的として、家庭

教育支援者養成研修会を５回シリーズで実施

しました。 

 今年度は、多くの方に参加していただける

よう、同内容の研修を新潟と長岡で実施した

ところ、５１名の方の参加がありました。 
この研修では講義だけではなくグループ演

習を多く取り入れ、受講者同士の交流や情報

交換の場を設けるようにしました。 

これにより参加者の交流も深まり、研修終

了後も、当センターで運用している「ラ・

ラ・ネットコミュニティ」での情報交換が行

われています。 

第２回「子どもを育てる親を支援する」 

新潟県立大学 教授 石本勝見 様 

 【10月15日（新潟）・18日（長岡）】 

  

 子どもの成長過程を学び、それぞれの成

長段階での親の果たす役割について研修を

深めました。 

 できないことを責め

るのではなく、できて

いることをほめる「上

回り理論」で子どもの

成長を促していくこと

が大切であることを学

びました。 

養成研修会 

 当センターでは、地域の家庭教育を支援す

る人材の育成と資質向上のために、毎年、家

庭教育支援者への研修会を行っております。 

 今年度も10月から12月にかけて、一流の講 

第３回「人との関係を築くために」 

新潟県立三条東高等学校 教諭 渡辺進様 

 【11月1日（新潟）・6日（長岡）】 

 

 カウンセリングの手

法を使い、親と支援者

のより良い関係を築

き、親のもつ悩みや問

題の本質に迫るための

いろいろなスキルを学

びました。 

 受講者同士で模擬カウンセリングを行う

ことで、一つ一つのスキルの有効性を確認

することができました。 

第１回「家庭教育の今日的課題」 

九州女子大学 准教授 大島まな様 

 【10月4日（長岡）・5日（新潟）】 

  

 講義では、現在の家庭教育の危機的な状

況を探り、社会全体での子育て支援の必要

性について、理解を深

めました。 

 グループワークでは

「今の家庭教育、何が

問題か何が必要か」と

いうテーマで受講者が

多くの意見を交換しあ

いました。 

師陣を迎えて計８回の講義や演習を実施しま

した。 

 今回はそれらの研修会の概要をお知らせい

たします。 



ステップアップ研修会 

 ステップアップ研修は、地域で活躍する家

庭教育・子育て支援リーダーの資質向上のた

め、家庭教育支援の先進的事例研究やコーチ

ングの技法などの専門的事項について学ぶ人

気の研修会です。 

 今年度は２２名の方が研修を受けられまし

た。９年間で約２００名の方が研修を受けら

れ、家庭教育支援の核となる人材として活躍

されています。 

 第１回目は家庭教育支援者養成研修会と合

同で開催し、九州女子大学の大島まな様の講

義を聴いて、グループワークと発表会で研修

を深めました。 

第４回「家庭教育支援の新たな取り組みに向けて」 

長野県短期大学 専任講師 金山美和子様 

 【12月14日】 

 

 前半の講義では、家庭教育支援の現状と課

題を解説していただきました。 

 後半のグループ演習

では「最新の家庭教育

支援センターを設立す

る」という設定で事業

内容を話し合い、地域

や社会で多面的に家庭

教育支援を行う重要性

について考えました。 

第２・３回「相手の力を引き出すコーチング」 

マックス・ゼン 代表取締役 丸山結香様 

 【10月25日・26日】 

 

 相手の自主性を重ん

じ、対話をとおして相

手の能力を引き出す

コーチングの技法につ

いて、講義と演習で学

びました。 

 丸山先生の軽快なお

話でコーチングの理論を学び、現場に即した

具体的な演習で、参加者のスキルアップがで

きた研修会でした。 

第５回「特別な支援を要する子どもへの教育」 

新潟大学 教授 長澤正樹様 

 【12月6日（長岡）・7日（新潟）】 

 

 前半は、「特別な支

援を要する子ども」に

ついて講義していただ

き、個別や集団での具

体的な対応の仕方につ

いて、研修を深めまし

た。 

 後半は「今、私たち

にできること 考えられること」という

テーマでグループワークを行いました。 

第４回「グループワークトレーニング」 

 新潟県立青少年研修センター 

石澤聡様 田辺将吾様 佐藤裕貴様 

 【11月27日（新潟）・28日（長岡）】 

 

 グループの力を借り、共同作業や活動を

とおして参画協働意

識をもつ「グループ

ワークトレーニン

グ」を実際に体験し

ました。メンバー間

での「気づき」の交

換が大切であること

を実感しました。 

コーチング技術の演習 



 新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」 

 http://www.lalanet.gr.jp/ 

 http://www.lalanet.gr.jp/m（携帯版） 

 家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」 

 TEL：025-283-1150 FAX：025-284-6019 

 生涯学習相談・情報提供 

 TEL：025-284-6119 FAX：025-284-6019 

 Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp  

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

 

貸出施設：ホール（１８６名） 大研修室（１００名） 

（視聴覚教材・機材の貸出は登録が必要です。） 

施設等の貸出 新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南3-1-2 
 

  TEL：025-284-6110  FAX：025-284-6019 

  Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp  

  ホームページ：http://www.lalanet.gr.jp/ 

  Twitter：http://twitter.com/lala_nlpc/ 

さわやかメール 
 

 

 

 社会教育・生涯学習推進に携わる者にとっ

て、社会教育主事講習は登竜門である。私

は、平成元年の夏、新潟大学に冷房という文

字がないころの講堂で受講した。４０日余り

の間に膨大な知識や教養を詰め込むために、

限りない数の欲望を生活の中から追い出さな

ければならなかった。 

 許される欲望は、食べることと仲間とかか

わり、つながること。学問に対する議論や演

締切迫る！ 

新潟県自作映像視聴覚教材コンクール 

 当センターでは、映像教材の自作と活用の

促進、児童生徒の情報リテラシーと情報モラ

ルの育成、及び変化する社会の様子の記録・

保存・活用の促進を図ることを目的に、「平

成２４年度新潟県自作映像・視聴覚教材コン

クール」を開催しています。 

 詳しくは当センターのホー

ムページ「ラ・ラ・ネット」

にアクセスし、トピックス一

覧から開催要項を御覧くださ

い。スマートフォン等で見る

には、右のQRコードから進ん

でください。 

開催要項より（抜粋） 

 

【募集期間】平成２４年９月３日(月)～ 

      平成２５年１月３１日（木） 

【募集部門】 

・児童生徒部門 ・教材部門 ・地域映像部門 

【応募資格】 

・県内の学校に在学する児童、生徒、学生 

・県内在住、または県内勤務のアマチュアの個

人またはグループ 

習での練り上げ、貪欲につながりを求めた。

講習が終わってみると、お腹周りについた脂

肪も見事だったが仲間とのつながりの深さも

負けていなかった。 

 当センター受講者のＳＮＳ「ラ・ラ・ネッ

トコミュニティ」では２３年度社会教育主事

講習のアクセス数が群を抜いている。今年度

も、当センターの社会教育主事講習Ｂが１月

２１日からスタートする。極寒の季節ではあ

るが、熱きつながりを求めたドラマが繰り広

げられることが楽しみである。 

スマートフォン用QRコード 

また、ラ・ラ・ネットより過去の入賞作品２

点を見ることができます。 


